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研究成果の概要（和文）：我々は外耳道の音響特性を用いて常時認証を行う画期的な認証法を提案した。本研究
においてロバストネスな音響信号の観測手法、認証制度の高い音響特徴量を算出する手法の検討を行った。我々
は周波数誤差拡散法を提案し検討を行った。その結果、誤差と共に識別精度が劣化することおよび、誤差周波数
拡散法により騒音レベルが同等であっても、識別精度を向上させる手法を提案することができた。また、認証精
度の高い音響特徴算出手段の確立を目指し、両耳から得られるバイオメトリクス情報から最適な特徴量設計方法
を検討した。その結果、時系列データを連結させる手法が有効であることを実験的および理論的に検証した。

研究成果の概要（英文）：We have proposed an innovative authentication method that uses the acoustic 
characteristics of the ear canal for constant authentication.In this research, we examined a robust 
sound signal observation method and a method to calculate sound features with high authentication 
system.We proposed and examined the frequency error diffusion method.As a result, it has been 
possible to propose a method for improving the discrimination accuracy even if the noise level is 
equal due to the degradation of the discrimination accuracy together with the error and the error 
frequency diffusion method.In addition, with the aim of establishing acoustic feature calculation 
means with high authentication accuracy, we examined an optimal feature quantity design method from 
biometrics information obtained from both ears.As a result, we verified experimentally and 
theoretically that the method of linking time series data is effective.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では急成長が予測されるバイオメトリクス市場に注目した技術開発を実施した。本研究は従来のバイオメ
トリクス認証の問題点を解決し、ネット社会におけるトラストを確立することが可能な画期的なバイオメトリク
ス認証である。イノベーションを引き起こす可能性が高く、社会的に大きな意義のある研究である。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
研究開発当初は携帯電話やノートパソコンに指紋でのログインやロック解除の導入が始まっ
た時期である。またバイオメトリクスと呼ばれる技術は浸透しきっておらず、携帯電話のロック
解除などは４桁の番号や指でマークを描き解除を行う方法が主流であった。この背景のなか本
研究では急成長が予測されるバイオメトリクス市場に注目した技術開発を開始した。バイオメ
トリクス市場は急成長すると予想され、2024年までに 149億ドル規模に成長するとの予想がな
されている。しかし、バイオメトリクス技術にはいくつかの課題が残されている。本研究は従来
のバイオメトリクス認証の問題点を解決し、ネット社会におけるトラストを確立することが可
能な画期的なバイオメトリクス認証である。イノベーションを引き起こす可能性が高く、社会的
に大きな意義のある研究である。 
 
２．研究の目的 
 生体の個人差に基づいたバイオメトリクス認証は、パスワード等に比べ漏えいや盗難の危険
性が低く、安全な認証方法と考えられている。しかし多くのシステ ムでは、認証のタイミング
はサービス開始時の一度きりであり、認証後に他人に成り代る等の不正を検知し、サービスを利
用する全期間を認証し続ける常時認証 が求められている。我々は外耳道の音響特性である外耳
道伝達関数（Ear Canal Transfer Function：ECTF)を用いて常時認証を行う画期的な認証法を
提案し、この認証法の社会実 装を目指し観測データのばらつきを抑制しロバストネスな音響信
号の観測手法、判定能力の高い音響特徴量を算出する手法の検討を行う。更に外耳道形状の特徴 
量取得を行う。これより、音響特性と外耳道形状との関係の解明を目的とした。 
 
３．研究の方法 
次の３項目について検討を行った。項目１）ロバストネス音響信号観 測手段の確立：外部雑
音によるロバストネスとの関係についての検討および、特徴量が含まれる周波数帯域について
周波数誤差拡散法を提案し検討を行った。その結果、誤差と共に識別精度が劣化することおよび、
誤差周波数拡散法により騒音レベルが同等であっても、識別精度を向上させる手法を提案する
ことができた。項目２）判定能力の高い音響特徴算出手段の確立：。項目３．外耳道の形状特徴
量算出：３D 外耳道スキャナーを用いて外耳道内の３D 計測を行い、形状類似度と音響特性と
の関係について検討を行った。その結果より、音響特性には形状によらない要因が含まれている
ことが推測された。この結果を次の研究項目とし基盤 B の研究へと続く新たな研究提案を行っ
た 
 
４．研究成果 
 
 
 項目１）ロバストネス音響信号観測手段の
確立：CSN-TSP 法で分類誤差 Error = 3.33%
を得た．TSP 法と比較して約 1%の改 善が見
られ，伝達特性の変動に対して CSN-TSP 法
は ロバスト性をもつことがわかった。音響
特性には形状によらない要因が含まれてい
ることが推測された。 

 
 
 
項目２）判定能力の高い音響特徴算出手段の確
立：両耳から得られるバイオメトリクス情報か
ら最適な特徴量設計方法を設計した。片方の耳
のみを用いる方法、右左の特徴量を加算したも
の、左右の耳の特徴量を結合したものを作成し
その特徴量の有効性を、分離度と認証精度であ
る等誤り率 EERから検討を行った。その結果、
良い特徴量の設計方法と認証精度の向上に至
った。 
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